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　新型コロナ禍により遠隔治療が余儀
なくされています。精神療法の分野で
は「オンライン面接」が行われるように
なり，経験や考察が盛り上がっています。
この機会に，老生の思い出を語っておく
ことが，いくばくかの寄与となるかと思
います。ノンバーバル・コミュニケーシ
ョンについての模索の足跡です。
　60年ほど前，駆け出しのころ，面接
の場での表情・姿勢・音声に凝っていま
した。学生時代寄席の演芸に嵌っていた
ことの連続で，芸としての面接技術を目
指していました。まじめに練習していた
微笑ましい記憶です。当然，患者の表
情・態度・音調などへの感知も鋭くなり，
診断技術の上達に繋がりましたから，ま
あ無駄ではなかったのです。
　そのころ，統合失調症（当時は「精神

分裂病」）の病因として，「ダブルバイン
ド」が話題になっていました。その際に
例示されていたのは「言葉では受容的で
態度は拒否的」という場面だけで，逆の
構造は無いことに違和感がありました。
寄席芸では逆の構造，例えば，親密な雰
囲気態度で「行くとこないから，仕方な
く来たんだろう？」と語り掛けるダブル
バインドは，客の心を引き付ける，お決
まりの芸です。同じ芸を「アル中」と呼
ばれていた嗜癖患者の治療を行っている
ベテランの精神科医のほとんどが行って
いました。温かい親密な雰囲気の態度で
「お前さん，死ぬまで飲むのかねえ」「俺
の顔を立てて，チョットぐらい減らそう
という気にならんのかねえ」などと語り
掛けておられました。そこからボクは，
「関係はノンバーバル」と結論して，診
断・治療の技術に取り込みました。「不
言実行」という標語を援用して，「緘黙
状態」の患者とも関係は可能だ，と工夫
したのは懐かしい思い出です。
　精神分裂病はダブルバインド状況で混
乱するのだから，「統一の関係を請い求

かんだばし・じょうじ =精神医学
鹿児島市伊敷病院。著書に，『発想の航跡』『追
補 精神科診断面接のコツ』『心身養生のコツ』
（岩崎学術出版社），『神田橋條治 精神科講義』
（創元社）など。今年 2月『「心身養生のコツ」
補講 50』を小社より刊行したばかり。

　■ミニ特集　『心身養生のコツ』補講 2篇 

　小社より今年 2月に刊行された『「心身養生のコツ」補講 50』（神田橋條治著）。
発売後好評を得ているが，このたび著者よりさらに補講 2編をお寄せいただいた
ため，本号でミニ特集として掲載する。

「オンライン面接」に想う
神田橋條治
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めている」と考えて「精神統一病」とい
う病名を発想し，患者にどちらが自分の
病名としてピッタリするかを問うて回り，
ほぼ全員の賛同を得て嬉しかったことを
思い出します。後日「統合失調症」と病
名変更になりましたが，「分裂を保持で
きない苦しさ」という患者自身の内側の
体験記述として「精神統一病」は捨てが
たいと思っています。ボクは，統合失調
症の人と話すときは，関係を「静かな温
かさ」に保ち，言葉は事務的な用件の伝
達，契約関係のやり取りの雰囲気にして，
関係の統一を図っていますし，社会復帰
に際しての患者の対人スタイルのモデル
として取り入れてもらうように心がけて
います。閑話休題。
　半世紀ほどの臨床修練の過程で，ボク
は関係の指標であるノンバーバル・コミ
ュニケーションの性状を「醸し出される
雰囲気」で把握するようになりました。
自覚的体験記述では「相手のいのちから
の気がわたしのいのちに届く」です。結
果としてノンバーバル・コミュニケーシ
ョンは「気の社交ダンス」で，それを
「空中の目」が観察している構図です。
　そこへ「オンライン面接」が登場しま
した。ボクは電話での「遠隔面接」は永
年の経験があります。Zoomでの対話は
最近 3回ほど体験しました。その体験
から，「オンライン面接」について考え
ています。多くの論者が取り上げておら
れない視点があります。①生の面接では
アナログ情報が行き交いますから，生体
と直結します。オンライン面接ではデジ
タル変換されて届きますから生体とのな

じみが悪いはずです。②電波は超速であ
るとはいえ，僅かなタイムラグが生じま
す。生体がそれを感知しないと思い込む
のは愚かです。③ Zoomを使っての対
話では，カメラを微調整して互いの視線
を合致させようと工夫しますが，あくま
でも「かのような」合致です。「視線恐
怖症」の人に確かめてもらうと，僅かな
差を教えてくれましょう。
　つまりノンバーバル・コミュニケーシ
ョンを「気のやり取り」「気の社交ダン
ス」のレベルまで精緻化して考察する
と，オンラインでの「コミュニケーショ
ン」の貧困はかなりのものになりましょ
う。ボクは「電話での気を用いての整体
で，ギックリ腰を治す」ことができます
から，「オンライン面接」でもノンバー
バル・コミュニケーションは生じてはい
るのでしょうが，生のそれとは格段の質
量の差がありましょう。バーバル・コミ
ュニケーション優位に傾きましょう。そ
れを考慮しての技法の工夫が必要です。
　以上はまあ悲観的な連想群でしたが，
二つの期待をお話ししましょう。①多く
の論者が生のノンバーバル・コミュニケ
ーションにおける雰囲気の相互関係を取
り上げておられないのは，ひょっとして
ノンバーバル・コミュニケーションにつ
いての感知が鈍いからかもしれません。
もしそのような方があったら，同一のク
ライエントについて，二つの面接を比較
体験して味わうことが最良の感受性訓練
の機会になるでしょう。「気の社交ダン
ス」へのいざないです。「ピンチはチャ
ンス」です。
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　② Zoomを使っての面接では，カメ
ラで自分の映像を眺めながら進行するこ
とができます。ボクは初心者のころ自分
の面接を録音して，聞き直したことがあ
ります。また，いまでは，患者が希望す
れば面接をスマホに録音することを勧め
ています。振り返ることは体験を更に生
かすことになります。Zoomでの面接で

は，いくらかのタイムラグはあるとはい
え，ほぼリアルタイムでフィードバック
が行われ，しかもそれに相互が影響を受
けながら次の言動が選択されるという，
目くるめく関係が展開し続けます。前代
未聞の治療構造です。ここから，未知の
発展があるやもしれません。それを見届
けるまで生きていたいと夢想します。

いのち全開
神田橋條治

　軽い発達障害を持つ男子中学生が初診
しました。診断を告げ，あとはいつもの
型通りに，精神薬を含め薬や化学物質や
食品添加物を避けること，ドラッグスト
アで「ネイチャーメイド」のビタミン
B6とマルチビタミン &ミネラルを買っ
て飲むことを助言し，さらに，脳の発育
に運動が有益であることを説明し，『心
身養生のコツ』にある「進化の体操」を
紹介しました。そして，何か運動をして
いるかを問いました。現在楽しく行って
いる運動を拡げてゆくのが得策だからで
す。ここまでが発達障害診療のボクの定
石です。
　この中学生はダンスをしていると言い
ました。付き添っている母親も彼がダン
スに熱中しているといいます。チョット
見せて欲しいと頼むと，彼は張り切って
ダンスを披露してくれました。テレビ画
面でよく見る，最近の若手芸人のパフォ
ーマンスを，生でしかも手の届く距離で，

初めて見て迫力に圧倒されました。そし
て気がつきました。全身のすべての骨が
動きに参加しているのに頭部を構成して
いる骨群は固いままです。そのことを彼
に告げると即座に動きを修正し，「アァ，
コレハ良い」とニッコリしました。ボク
の目にも素敵な動きに変わっていました。
再度踊ってもらい観察し，「観客に見え
る前面と背中側とが同じ程度の動きにな
る方が素敵じゃないかな」と感想を伝え
ました。彼は動きを試みて「ワーッ」と
言い，全身から活力が噴出する雰囲気に
なりました。傍らの母親も感嘆しました。
ボクは，「進化の体操」のすべてがすで
に含まれているから，ダンスだけで脳の
発達を助けるのに充分だと言いました。
何か疑問があったらいつでもおいで，と
告げて診療を終結しました。
　その後二種の連想が湧きました。一つ
はありきたりのものです。技術の指導は
現時点からの連続上に小さな助言を行い，
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それが達成された際の悦びは，助言者か
らの賞賛よりも，自身の体感としての快
感が報酬として作用します。自然です。
更なる精進への意欲も内発的なものにな
ります。そのようなプロセスを思い描く
ことが良き指導者の知恵・技術です。し
かしそれよりも，次の第二の連想が，ボ
クにとって新鮮で快感を伴うものです。
　この中学生のダンスは，振り付けや型
などない勝手気ままな動きです。恐らく
「気分」が同調していましょう。それら
は当然，「気分」も含め脳神経系の活動
でもあるわけです。音楽に合わせて動く
なら初めは束縛でありましょうが，同調
しながら活動するにつれて共ぶれの体験
となりましょう。観客がいると視線を意
識しましょうが，それも互いの同調の雰
囲気となると，意識が行き交う「錯覚」
が生じ陶酔となりましょう。それもまた
脳内の活動です。その境地に至ると，ボ
クが『「心身養生のコツ」補講 50』で語
っている「神経回路を慰撫する」や「感
覚逆流」はダンス・パフォーマンスの中
に包含されることになります。太極拳に
発して『心身養生のコツ』に紹介してい
る「一動全不不動」は凌駕されることに
なります。
　とはいえ，中学生でない老体の古び
た脳神経系に，あのダンスは不可能で

す。「年寄りの冷や水」で身体を壊しま
す。しかし，「でき得る限り全部の脳神
経系を巻き込んで活動する」という要点
だけは借用できます。ここで再び「一動
全不不動」の登場・発展です。日常生
活の些細な動作，例えば食事をとる際
に，すべての動作の瞬間に全部の骨が動
きに参加し，箸と茶碗の触れる感触やか
すかな音や，食物の味や香りや噛む音や
の感覚にも「感覚逆流」を参加させるな
どを試みると，専らテレビ画面だけに注
意を向けながらの食事とは異なり，脳神
経系リハビリテーションの素晴らしい時
間になりましょう。それが維持できた心
身状態に，さらにテレビ画面をも加える
と，もっとすごいことになりましょうが，
おそらく不可能でしょう。試みに，この
文章を読んでいる作業にできるだけ多種
多様な脳神経系の活動を参加させている
意識を持ってごらんなさい。読む・理解
する・連想する・反論する・情景をイメ
ージする・それ等の意識を維持しながら，
本を持ち替える・姿勢を変える，などな
ど，脳にとって，随分の「重労働」であ
るはずです。より良く「改変」するには
「意識する」ことが必要で，それを経て
の「いのち全開」は老いた脳にもそれな
りに可能かつ有益です。
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　このたび，『体験的スキーマ療法――
〈実践から内省への自己プログラム〉ワ
ークブック』という翻訳書（ジョアン・
M・ファレル＆アイダ・A・ショウ著，
伊藤絵美＆吉村由未監訳）という本を岩
崎学術出版社から上梓することになった。
今回はこの本が出版されるまでのいきさ
つを振り返ってみることにした。
　私は従来，認知行動療法（CBT）を
専門とする臨床心理士であり，長年，自
身の開業するカウンセリングオフィスで
CBTを実践し，オフィスに所属する心
理士の育成を行い，さらに毎年シリーズ
でワークショップを開催し，対人援助職

の方々の CBTの習得を手助けしている。
特に育成やワークショップで私が口を酸
っぱくして言い続けているのは，「セラ
ピスト自身の体験がとにかく大事！」と
いうことである。「CBTを臨床で当事者
に提供する前に，まずはセラピスト自身
が CBTを体験し，習得し，使いこなせ
るようになってね！」と。
　CBTはセラピーではあるが，同時
に，習い事モデルで捉えることができ
る。CBTとは「ストレスに対するセル
フケアのための心理学的手法」であり，
CBTの考え方や技法をクライアントが
学び，身に着け，自分のために使いこな
せるようになることを目指す。それがで
きればクライアント自身によるセルフケ
アが良好に行われ，再発を防止すること
ができるからである。CBTの再発予防
効果が非常に高いという研究結果が多く
あるのは，クライアントがセルフケアで
きるようになるからだと考えられる。
　そして習い事モデルであるからこそ，
まずはセラピスト自身による体験的な
CBTの習得が欠かせない。というのも，

『体験的スキーマ療法』ができるまで

伊藤　絵美

いとう・えみ =臨床心理学，認知行動療法
洗足ストレスコーピング・サポートオフィス
所長。著書に『事例で学ぶ認知行動療法』（誠
信書房），『スキーマ療法入門』（星和書店，共
著），『認知行動療法と精神分析が出会ったら』
（岩崎学術出版社，共著）など。このほど丹野
義彦とともに「〈実践から内省への自己プログ
ラム〉ワークブック」シリーズのシリーズ監修
を担当，『体験的スキーマ療法』『体験的 CBT』
『体験的コンパッション・フォーカスト・セラ
ピー』の 3冊が小社より刊行された。
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習い事は，その対象が何であれ，教える
側が，その人自身の心身を使って，それ
を上手にできないと信頼されないからで
ある。身体の硬いヨガ教師とか，縦列駐
車が苦手な自動車教習所の教官とか，楽
譜が読めないピアノ教師とか，包丁がう
まく使えない料理教室の先生とか，誰だ
ってそんな人に習うのは嫌だろう。信頼
できないし，モチベーションがダダ下が
ることは間違いない。CBTもそれと全
く同じで，セルフケアの手法としてクラ
イアントに提示するなら，セラピスト自
身がそれを使いこなし，セルフケアを実
践している必要がある。それがクライア
ントからの信頼や，クライアントの動機
づけにつながることは間違いない。この
ような考えから，私はセラピスト自身が
CBTを体験することにずっとこだわっ
てきた。したがって私が講師を務めるワ
ークショップでも，受講者自身の体験を
用いてエクササイズやロールプレイをし
てもらってきていた。
　なので当然私自身も，CBTを日々学
び，自分の生活のなかで実践しているし，
うちのスタッフたちにもそれを求めてい
る。そしてそれがすこぶる私たちを助け
てくれている。私を含めうちには 20数
名の臨床心理士がいるが，これだけの人
数がいると，いつも誰かが人生上のピン
チを迎えている。仕事とか，育児とか，
介護とか，病気とか，その他諸々。そし
てピンチを潜り抜けたスタッフたちが口
を揃えて言うのが，「CBTを習得してお
いて，本当によかった」「CBTのおかげ
で，つぶれないで，何とか切り抜けられ

た」ということである。もちろん私もそ
うである。要するに臨床で役立つだけで
なく，私たち自身が CBTによって助け
られている，という強い実感を持ってい
るのだ。
　ところで CBTが発展して新たに構築
された心理療法に「スキーマ療法」とい
うアプローチがある。これは「今・こ
こ」に焦点を当て，「今・ここ」の自分
をケアする CBTとは対照的に，「自分
が育ってきた過程における傷つき体験が，
どのようなスキーマやモードとなって現
在の自分を生きづらくさせているか」と
いう視点から，自らを理解し，生きづら
さを手放し，より健全な形で自らをケア
できるようになることを目指すセラピ
ーで，「セルフケア」という目的は CBT
と同じものの，過去体験による心の傷つ
きを見ていく，という意味では，力動的
アプローチに近い面もあり，いわゆる
「深い」セラピーに該当するものである。
　私たちは縁あって 2000年代半ばにス
キーマ療法に出会い，創始者であるジェ
フリー・ヤング先生の専門家向けのガイ
ドブックの翻訳書『スキーマ療法――パ
ーソナリティの問題に対する統合的認
知行動療法アプローチ』（金剛出版）を
2008年に出版した。翻訳作業を行いな
がら，スキーマ療法が CBTから発展し
たものであれば，当然私たちはこれを体
験するべきだ，という考えから，私たち
自身がスキーマ療法を継続的に体験する
ことにした。具体的には本に書かれてあ
るエクササイズを自分自身で何度も体験
し，時に皆で集まってピアサポートのよ
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うな形で，自らの体験を皆で共有する，
ということを 2年ほどかけて行った。
　が，これが実にしんどかった。人生レ
ベルで棚卸しを行い，幼少期や思春期の
傷つき体験をつぶさに振り返り，自らを
生きづらくさせているスキーマやモード
に気づくこと。「今の自分の生きづらさ
には，こういう根っこがあり，それが今
の自分にこんなふうに影響を与えている
んだ！」との気づきと驚き。これは本当
に目から鱗であった。そして確かにしん
どかったが，取り組めば取り組むほど，
得るものは多く，感情が揺さぶられれば
揺さぶられるほど，その後心が解放され
る，ということを私たちはまさに体験的
に掴んでいったのである。
　その後，臨床現場で徐々にスキーマ療
法を実践し，CBTでは得られなかった
効果が出ることを目の当たりにした私た
ちは，スキーマ療法を本格的に学ぶため，
米国まで複数回出かけて研修を受け，国
際的なライセンスを取るために，オンラ
インでスーパービジョンを定期的に受け
始め，今に至っている。そのスーパーバ
イザーが本書の筆頭著者であるジョアン
先生であり，ジョアン先生の公私にわた
るパートナーがもう一人の著者，アイダ
先生である。本書はセラピスト自身がス
キーマ療法を体験し，習得することによ
って，セラピストの人生をよりよくする
こと，そしてセラピストの実践するスキ
ーマ療法をさらによいものにすること，
という 2つの目的がある。それはまさ

に私が CBTにおいて強調してきたこと
と同じコンセプトであり，そのためにこ
のような素晴らしいワークブックがある
のであれば，セラピストは非常に助かる
だろう。事実，私たちも本書を翻訳する
2年間，本書で紹介されているエクササ
イズを皆で体験し，その体験を内省し，
皆でシェアすることを通じて，さらにス
キーマ療法を自分のものにできた実感が
ある。それをぜひ本書を通じて皆様にも
お裾分けしたいと強く願う。
　なお，本書の副題にある「〈実践か
ら内省への自己プログラム〉ワークブ
ック」は実はシリーズ名で，スキーマ
療法だけでなく，他に「認知行動療法
（CBT）」と「コンパッション・フォー
カスト・セラピー（CFT）」についても
同様の書籍が出版されており，順次，日
本語訳も出版される予定である。すべて
セラピストのためのワークブックであり，
セラピスト自身が自ら実践するセラピー
を体験しよう，というコンセプトであ
る。翻訳書が売れない昨今，どんなに素
晴らしい書籍でも，翻訳をなかなか引き
受けてもらえない状況が続いているなか
で，スキーマ療法のみならずシリーズで
翻訳書を出版することを引き受けてくだ
さった岩崎学術出版社には感謝の念しか
ない。なので，この文章を読んだ皆さん
には，ぜひ「損は絶対にしないので，3
冊まとめて買ってください」と声を大に
して呼びかけたい。
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　本をいくつか出すようになると，「文
体」について考えさせられる。私が書く
のは基本的に学術的なものだから，そう
であればあるほど，書き方はおおよそ決
まってくる。それでも，同僚の文章を読
んでいると，文体は実に様々だと感じる。
ある方の文体は詩のようだし，ある方の
文体は会話をしているようだ。中には，
文章を読んでいるだけなのに，頭の中に
単語がふわふわと降ってくるような視覚
的イメージを作り出すものもある。私の
最も親しい友人は，私の文体は苦手だと
よく語っているが，文体自体が書き手そ
のものであり，書き手が持ち込む関係性
そのものだともいえるだろう。
　私は今「文体」について，学術的なこ

とを何も知らずに書いているが，という
のも，以前ある学術雑誌の査読者が，一
つの論文について「これは中身がないの
に，文章がうまいからついつい引きこま
れてしまうが，文体にごまかされてはだ
めだ」と語っていたのを思い出したから
だ。論文を読んでいないのでわからない
が，上手な文体であることが悪い評価に
つながったのならば，それは問題だなあ，
と思う。
　論文には，確かに型がある。論文とし
ての構成もそうであるし，レトリックに
ついてもそうである。一定の形ができて
いないと適切な論述にならない。論文に
限らず，文章にはジャンルごとにそれに
合った文体というのは確かにあって，ジ
ャンルと文体がずれてしまうと違和感を
覚えて読めなくなってしまう。しかし，
これは論文の内容と同様に，書き手と読
み手のコミュニケーションのオリジナリ
ティにかかわる重要な問題だとも感じて
いる。
　「オリジナリティ」とは何かと語りだ
すと，きりがないのでやめておくが，私

とがし・こういち =精神分析
甲南大学文学部教授，TRISP自己心理学研究
所精神分析家，栄橋心理相談室精神分析家。著
書に『精神分析が生まれるところ』（岩崎学術
出版社），『トラウマと倫理』（編著・監訳，岩
崎学術出版社）など。このほど 2020年グラ
ディーヴァ賞受賞後第一作『当事者としての
治療者』が小社より刊行された。

文体について

富樫　公一
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はオリジナリティのある論文は，先行研
究を「正確に」読んでいては生まれない
と思っている。同じように「文体」につ
いても，そのジャンルに完全に適合した
形を用いているうちは，オリジナリティ
はなくなってしまう。要するに，つまら
ないものになってしまう。
　先の査読者は，読んだ論文に中身がな
いと思っても，文体に引き込まれたわけ
だから，それ自体の価値も一考に値する
という発想は持ってもよいのではないだ
ろうか。文体が良いからと言って，それ
だけで査読を通すべきではないが，論文
に用いる文体を教条的に評価するのが査
読でもないはずだ。モダンアートに適合
した表現方法がもしあったとして，それ
に従っているうちはアートにならない。
私はこの業界とはまったく関係のない一
般書の編集者と仕事をしたことがあるが，
私の文体と書いているもののジャンルが
合わないと言われて，一緒に仕事をする
ことをやめたことがある。「正しい文体」
や「適切な文体」を選んでいると，無難
ものは出来上がるが，それでは私ではな
くなってしまう。
　では，文体を気にせずに書けば良いか
というと，それはそれで問題だろう。文
体を意識していない書き手の作品は，使
い物にならないことが多いのも事実であ
る。やはり論文には，それなりの型があ
る。それを全く知らずに書かれた論文は，
たいてい読めたものではない。学術論文
の査読をしていると，論文の構成ができ
てないと思うものや，論文の内容が十分
に精査されていないと思うものだけでな

く，レトリックが全くなっていないと思
うものも少なくない。そもそもレトリッ
ク自体を意識することも，考えることも
なく書いたのだろうと思うことが多い。
　結局これは，治療者の態度や振る舞い
の問題と同じところにあるのかなと思う。
精神分析や心理療法では，治療者の発言
の中身，理解の中身，患者の表現するも
のや空想の中身といった問題に注目が集
まりがちだが，その中身を包んでいる治
療者と患者のやりとの雰囲気や話し方，
スピード，それぞれの態度，身振りもま
た，両者の相互交流の中核である。患者
のことを全然理解できてないようにみえ
る治療者でも，患者をその人との関係に
引き込み，その雰囲気によって患者をよ
くしている人はたくさんいる。逆にとて
も上手に患者の世界を理解しているよう
に見えても，治療者の持ち込む雰囲気が
患者を悪くしていると思うこともある。
　それは，スーパーヴィジョンで出され
た資料の「逐語」を読んでいるだけでは
わからない部分である。私は，スーパー
ヴィジョンや事例検討会の前に送られて
きた資料をあらかじめ読むことはほとん
どないが，たまに事前に読んでその方に
会うと，文字を読んで感じていたものと
随分違う雰囲気に驚くことがある。文章
では随分たどたどしいやり取りが展開し
ているなと思っていたが，ご本人に会う
と，とても柔らかな雰囲気で話すので，
このままセッションに入っているとした
ら，それだけでも患者は安心するだろう
と思うような場合である。もちろんそれ
は，私との交流なので，その方が患者を
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前にして同じような「文体」で，交流し
ているのかどうかはわからない。
　フェミニストの中には，精神分析を含
む思想領域の従来の論文の文体自体が，
西洋男性優位社会の文脈に組み込まれて
いると，文体自体を変えることに挑戦し
た人がいる。私たちは，精神分析や心理
療法の論文に適合した文体を知らないと
いけないが，それにはまり込んではいけ
ない。自分らしい文体で語る余地がない
といけないが，無手勝流ではいけない。
大切なのは，「文体に挑戦する」という
ところかなと思う。文体自体とも向き合
い続けるという感じだろうか。

　英語にしても日本語にしても，私の現
在の文体は，最初に書いた論文のそれと
はだいぶ違う。それは，私自身が変化し
ているからだろう。治療者としても，最
初に会った患者たちへの私の振る舞いと，
現在の患者たちへのそれは，だいぶ違う。
その違いは，対話や交流を変えるし，だ
いぶ異なるものを生み出しているだろう
と思う。いずれにしても，私の場合，流
れるようなきれいな文体を書く人にはほ
れ込んでしまうことが多い。自分には到
底それを真似できないからだ。堅いなあ
と思いつつも，自分の文体はそう簡単に
変わらない。
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　いつの日からか，私の中で彼らを「ス
ポーツ選手」ではなく，「アスリート」
と呼ぶようになっていった。それは，ク
ライエントの語りを通じて競技スポーツ
の特異な心性に触れ，彼らが体験してい
る世界を語る上でその方が自分の中で腑
に落ちるようになっていったからであろ
う。様々なレベルでの競技活動があり，
そしてアスリートが戦う（競う）のは他
者との間よりも，むしろ自身との間での

しても私の中では先行してしまうのだ。
　「たかがスポーツ，されどスポーツ」
と言われることがある。言うまでもな

く，アスリートたちは健康や気晴らしの
ためにスポーツを実践しているわけでは
ない。戦いの場に臨めない時，戦いに敗
れた時，自分の思い通りに戦えなかった
時，戦い続けることに意味を見いだせな
い時，等々は，アスリートがスポーツカ
ウンセリングルームを訪れるきっかけと
なる。こうしたアスリートへの心理支援
に対して抱くイメージとしては，競技力
向上や実力発揮を目的とした心理スキル
の指導（それをカウンセリングと区別し
てメンタルトレーニングと呼んでいる）
を行うことが多くの人たちの間で共通す
るものだろうか。
　もちろんアスリートのカウンセリング
や心理療法においても，彼らの心理的問
題の解決や内的成長だけでなく，パフォ
ーマンス発揮の問題や課題を無視するわ
けにはいかない。競技スポーツの現場で
は，現実適応（パフォーマンス向上）と
個性化（パーソナリティ発達）の 2つ
の側面の両立が困難とされ，一部では後
者が競技遂行の阻害になることもある
と，前者に偏るような指導が見受けられ

な かごみ・しろう =体育学，スポーツ心理学，
臨床心理学
国士舘大学体育学部特任教授。著書に『アス
リートの心理臨床』『臨床スポーツ心理学』（道
和書院），『よくわかるスポーツ心理学』（編著，
ミネルヴァ書房），『スポーツカウンセリング
の現場から』（共著，道和書院），『アスリート
のこころの悩みと支援』（共著，誠信書房）など。
このほど編著作『スポーツパフォーマンス心
理臨床学』を小社より刊行。

アスリートたちの心理臨床から

中込　四郎
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る。だからというわけではないが，相談
室においても彼らの現実適応を大切にす
る。それはアスリートの場合，心理療法
による内的作業あるいは治療過程の把握
において，外の動きであるパフォーマン
スの有り様が重要な手がかりとなってい
ることによる。「だいぶ心理的には安定，
充実してきたが，結果（パフォーマン
ス）が伴っていない」状況では，スポー
ツカウンセリングへの理解が得られない。
両者が両輪である事を実感できる関わり
が求められる。

　このたび，アスリートの心理臨床経験
に基づき，仲間の協力を得ながら心理臨
床や精神医学の専門書の多い岩崎学術出
版社より「スポーツパフォーマンス心理
臨床学」との書名で出版することができ
た。本書に登場するクライエントである
アスリートたちが臨床場面で身体や動き
についてよく言及することがスポーツ臨
床の独自性につながる一つとなっており，
それらは他の臨床対象での心とからだの
繋がりを理解する上で有益な視点を与え
てくれる。アスリートたちは両者のつな
がり，重なり，あるいは身体の語りの持
つ心理的意味を他の臨床対象よりもクリ
アーに語っているように思われる。また，
概して彼らは健康度が高いことから変化
が大きく，心理治療的関わりを振り返る
上で手がかりを得やすい。
　以前，筆者が学生相談室のカウンセラ
ーを兼務していたおり，一般の学生と比
較してスポーツ系の学生は，内的な体験
を語るのが苦手（内省力が低い）であ

り，それは競技活動を通してアウトプッ
ト（表現）する経験の多いアスリートに
とってこれは仕方ないことと受け止めて
いた。しかしながら，彼らの身体に関わ
る訴えを異なるレベル（層）で聴けるよ
うになると，それまでとは意味の異なる
語りとして受け止められるようになって
いった。つまり，彼らは直接こころを語
ってはいないが，動きの特徴的な語りに
よって内的体験の理解を我々に求めてい
たのであった。アスリートが訴える身体
の不調や動き（パフォーマンス）の狂い
は，関わりの窓であり，カウンセラーは
そこにチューニングしながらそれらの語
りを大切に扱っていく。

　多くのスポーツ種目において，競技か
らの引退年齢が以前よりも延びたとは言
われているが，一般の人たちの退職や大
きな転換期を迎える年代と比べると，競
技引退は非常に早期であることを特徴と
している。アスリートはそれによって大
きな変化や軌道修正を余儀なくされるこ
とから，イメージレベルでは「早く訪れ
た中年期危機」と言えなくもない。一般
的には 50～ 60歳を節目に多くがそれ
までの職場から離れ，新たな歩みをスタ
ートさせる。ところがアスリートの場合，
30代後半に差し掛かると現役アスリー
トとしての継続が困難となり，競技から
離れなければならない。なおかつ，その
後指導者としてそれぞれの競技団体やチ
ームに残れる者は限られており，多くは
新たな領域でのセカンドキャリアの獲得
のために動き出さねばならない。なかに
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は，幼少期から長く同一競技を経験して
きたことから，「これからは他の世界も
見てみたい，違った人生を歩みたい」と
の思いを強くするアスリートもいる。
　引退後のセカンドキャリアへのソフト
ランディング（スムースな移行，再適
応）のために，現役時からその準備をし
ておく必要があると叫ばれている。大切
な視点かもしれないが，国を代表するよ
うなトップクラスのアスリートたちにと
っては，競技遂行へのエネルギーが割か
れるような準備であるなら，現実的とは
思えない。スポーツカウンセリングでは，
競技力向上，実力発揮を視野に入れなが
ら支援していくが，彼らが現役引退を迎
え，そして新たな選択がなされる節目で
遭遇する課題解決に向けた発見的な歩み
をもたらすような心理臨床的な関わりが
求められている。

　かつて，エビングハウスが心理学の位

置づけをはかる時に用いた表現を借りる
なら，「アスリートの心理支援の過去は
長いが，その歴史は短い」と言える。ア
スリートの心理臨床をさらに重ね，彼／
彼女らの競技やその後の生活の充実に資
するだけでなく，臨床心理学や精神医学
領域の人たちとスポーツカウンセラーが
対面でのコミュニケーションのできるよ
うになることを願う。
　2020東京オリンピック・パラリンピ
ックは COVID-19の世界規模での拡大
により，1年延期となり，さらに（この
小論を書いている 4月時点）国内の観
客のみに入場制限した開催さえも危ぶま
れる状況にある。心理臨床の立場から彼
らをサポートしてきた者として，個人的
には，この大会出場を目指して数年にわ
たる準備をしてきたアスリートたちのこ
とを思うと，どのような開催形態であっ
ても，これまでの成果を表現できる場が
与えられることを願っている。
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◇書評エッセンス◇

メンタライゼーション実
践ガイド

A・ベイトマン，P・フォナギー著，
池田暁史監訳

　MBTにおける治療者
の姿勢と介入について，

本書を読んで思うこと

は，MBT あるいはメン
タライゼーションの視点

は，徹頭徹尾「心的表象

論」を基盤にしていると

いうことである。自己お

よび他者の心理状態を含

めて，私たちにとっての

現実は，私たちが捉えた

現実，つまり「現実の表

象（representation）」 で

あり，現実自体ではない。

表象としての現実は，常

に別の見方が可能であり，

捉え直しによって変容す

るものである。したがっ

て，メンタライズする治

療者は，患者の体験を表

象として，つまり現実と

関係してはいるが現実自

体ではないものとして聞

く。そして，まずは患者

の体験を患者が体験した

とおりに，あるいは語る

とおりに聞いて理解する。

加えて，患者がまだ語っ

ていないことを先取りし

て無数の仮説をひねり出

したりはしない。患者が

語る体験の裏を読んだり，

その背後に「本当の体験」

なるものを想定したりも

しない。むしろ，患者が

語る体験の中の「わから

ない」点に注目し，それ

をわかろうとして虚心に
not-

knowing
らないという姿勢，無知

の姿勢）である。この姿

勢は，MBT の成否を左
右する重要な姿勢である。

私たちが気をつけなけれ

ばならないことは，精神

分析の理論を学ぶのはよ

いが頭の中があまりに理

論優位になると，この

not-knowing
失われてしまうことであ

る。

（中略）

　最後になるが，本書の

優れているところは，メ

ンタライジングが失われ

た心のあり方である「非

メンタライジング・モー

ド」に対する理解と介入

の原則がわかるという点

である。非メンタライジ

ング・モードのなかの「目

的論的モード」は，心理

状態が物理的・具体的な

行動の形で示されないと

その存在を信じることが

できないあり方である。

心理状態が省察されるこ

となく行動化されるのも，

このモードである。

（中略）

　これらのモードを理解

し，それに対して適切に

対応できるようになるこ

とは，読者の臨床的面接

の水準を高めてくれるで

あろう。

　以上のような視点に関

心を引かれる臨床家は，

ぜひ本書を手にとって熟

読していただきたい。本

書を通してメンタライジ

ング的面接を身につけれ

ば，読者の臨床的面接は

さらに自由で洗練された

ものになることであろう。

（評者・上地雄一郎＝岡山

大学大学院社会文化科学

研究科■精神分析研究 64

巻 4号（2020）より抜粋）
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● 富樫公一先生グラディー
ヴァ賞受賞

　小社刊『精神分析が生ま

れるところ』（2018年）で
おなじみの富樫公一先生の

『The Psychoanalytic Zero: 
A Decolonizing Study of 
Therapeutic Dialogues』
（Routledge，2020年）が，
グラディーヴァ賞の最

優秀書籍賞を受賞しまし

た。グラディーヴァ賞は

N a t i o n a l  A s s o c i a t i o n 
for the Advancement of 
Psychoanalysis（NAAP）
主催による，優れた精神分

析関連のアート，書籍，論

文などを称える賞です。

　富樫公一先生の受賞後第

一作『当事者としての治

療者』は，小社より今年 4

月に発売になったばかりで

す。是非この機会にお読み

ください。

●重版出来情報

　品切れ，品薄でご迷惑を

おかけしておりました以下

の書籍ですが，重版いたし

ました。

◎ シュタイナー著『見る
ことと見られること』

4,180円 3,800円
＋税）

◎ 内山登紀夫著『ライブ
講義 発達障害の診断と
支援』2,750 円（本体
2,500円＋税）
◎ ミラー他著『子どもを
理解する〈2 ～ 3 歳〉』
2,420円（本体 2,200円
＋税）

　ふるってご注文くださ

い。その他にも多くの書籍

の重版を行っております。

詳細は小社ホームページを

ご確認ください。
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頒価　70円
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本誌の読者登録の際に，ご記入い
ただいた個人情報は，本誌の送付
に用いる他，ご注文いただいた小
社書籍の配送，お支払い確認等の
連絡，当社の新刊案内および関連
のブックフェア等の催事のご案内
をお送りするために利用し，その
目的以外での利用はいたしません。
また，ご記入いただいた個人情報
について，その情報をご提供いた
だいたご本人から，開示・訂正・
削除・利用停止の依頼を受けた場
合は，迅速な処理を心がけ，法令
に則り速やかな対応をするように
いたします。
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概要●　著者は精神分析，精神医学，臨床心理学の 3つの領域を縦断し
つつ，関係精神分析，解離性障害，トラウマ，脳科学に関する独自の考え
を生み出し続けている。本書もいつもながらの軽快な筆致で，読者の知的
好奇心を刺激するさまざまなテーマが，これでもかこれでもかと，次々登
場する。本書の最大のテーマは「揺らぎ」である。「心はデフォルト状態
からして，揺らぐという活動を行っている。」そしておおよそ同じ現象が，
分子の世界にも，経済の世界にもある。「揺らぎ」は私たちの思考や関心
の垣根を越え，臨床実践と日常生活との垣根を越えるのである。
●A5判 240 頁並製　定価 3,520 円（本体 3,200 円＋税）

岡野憲一郎 著

ISBN 978-4-7533-1172-9
予測不能な現実を「揺らぎ」として受け入れる 2020.10

揺らぎと心のデフォルトモード●臨界状況から生まれる創造性

概要●　児童精神科医としての著者の原点は，精神科で最も重症な患者た
ちが，ただひたすら赤ちゃんの頃の体験について語るのを目の当たりにし
たことにある。「ずっと昔の体験が，長い年月を経ても，たった今の苦し
みとして表現される」こと，「過去が過去になっておらず，その限りにお
いて現在も未来もないまま」であること。そこから，「精神科の治療は幼
い年齢のうちに始めなければ実際上意味がない」との信条が生まれた。本
書で著者は，予防医学としての乳幼児精神医学という視点から自らの症例
を振り返っている。他にフロイトの「ハンス症例」に関する考察，コロナ
下で行われた「児童精神科鼎談」を収録。
●A5判 192 頁並製　定価 3,300 円（本体 3,000 円＋税）

小倉　清 著

ISBN 978-4-7533-1174-3
可及的早期の支援のために 2020.12

子どもの精神科症例集●予防医学と母子デイケア

概要●　社会問題となって久しい , 虐待・いじめ・不登校の問題。これら
はすなわち，個人間のコミュニケーションの問題である。交流分析は，親
―子ども，教師―生徒，子ども―子どものコミュニケーションにおけるメ
カニズムを明らかにし，課題を解決するための方法を明確に教えてくれる
ものである。本書は，本邦屈指の交流分析専門家であり心療内科医でもあ
る筆者が，数多くの臨床経験に基づいて，交流分析の視点から具体的な虐
待・いじめ・不登校のケースを，防止から支援まで解説。交流分析の基本
を学びながら，具体的な課題への応用を身に着けることができ，また，背
景にある現代社会のコミュニケーション問題も知ることができる。
●A5判 192 頁並製　定価 2,420 円（本体 2,200 円＋税）

江花昭一 著

ISBN 978-4-7533-1175-0
その交流は，どのように変えられるのか 2021.2

虐待・いじめ・不登校の交流分析●親子・教師に役立つ心理学



概要●　『心身養生のコツ』は，ボクの，治療
者・援助者としての洗いざらい，を提示したの
ですが，本としての形を整えたせいで，いくぶ
ん，「窮屈感」が生じました。そこから「補講」
の連想が生まれました，ここでは，「窮屈感」
も「逃避」の気分も薄くなりました。「のびの
び」です。それゆえ，気楽に読んで貰える雰囲
気，になっていると思います。
　お読みくださった方の内側にも，新たな，独
自の自由連想が湧き，それが，人生の「窮屈
感」と「被拘束」，を乗り越えるきっかけとな
ることを祈っています。
「あとがき」より抜粋●　「強迫的・自由人」と
いう矛盾の極み，を生きている人は，濃淡を問
わなければ，随分あちこちに見かけます。「ま
えがき」でお話ししましたように，皆，ボクと
同じ「被拘束感」の病理，を抱えている人で
す。その人の素質次第で，窮屈感からの離脱
を，肉体活動に求める人や，ボクのように思考
活動に求める人や，感覚活動に求める人があり
ます。しかし，そこでも必ず，新たな「窮屈
感・被拘束」に出会いますので，そこでの格闘
が，真の自由へのスタートとなります。それま
での，「逃避」の志向，が主役ではなくなって
いるからです。「倒れたり立ち上がったりしな
がら，曲がりながら・真っすぐに進む」からで
す。
　『心身養生のコツ』は，ボクの，治療者・援
助者としての洗いざらい，を提示したのですが，
本としての形を整えたせいで，いくぶん，「窮

屈感」が生じました。そこから「補講」の連想
が生まれました，ここでは，「窮屈感」も「逃
避」の気分も薄くなりました。「のびのび」で
す。それゆえ，気楽に読んで貰える雰囲気，に
なっていると思います。
　お読みくださった方の内側にも，新たな，独
自の自由連想が湧き，それが，人生の「窮屈
感」と「被拘束」，を乗り越えるきっかけとな
ることを祈っています。
 （神田橋條治）

● Summary   &  Synopsis

目次●　第一部　癒す　第 1講　リラクセーションの工夫と効果／第 2
講　脳を抱える／第 3講　神経回路・脳を慰撫する／第 4講　震顫無限
／第 5講　関節腔を拡げる／第 6講　感覚逆流　第二部　健やかな老い
へ　第 7講　身体を割ってフレイルに対処／第 8講　脳の中の小人／第 9
講　全身をほぐす／第 10講　ワニの体操／第 11講　うつぶせ寝三種／
第 12講　寝床でパッパッ／第 13講　重力を筋力で／第 14講　幻の社交
ダンス　第三部　呼吸　第 15講　命門の呼吸／第 16講　4個のボールを
撫でる／第 17講　4個のボールを運動に　第四部　動く　第 18講　踵骨
を立てて動く／第 19講　すべての骨を捻じる／他
●四六判 232頁上製　定価 2,750 円（本体 2,500 円＋税）

神田橋條治 著

ISBN 978-4-7533-1176-7
人生の窮屈感と拘束感を乗り越えるコツ 2021.2

「心身養生のコツ」補講50



概要●　「本書は，アスリートの実力発揮や競
技力向上を主たる目的としたメンタルトレーニ
ングではない。アスリートの心理臨床では，ス
ポーツ場面での悩みや問題を解決しようと訪れ
たアスリートに対して，幅広い視点からの理解
に基づいたカウンセリングや心理療法によって，
彼らの人生の歩みに資することを目指してい
る」（「はじめに」より抜粋）。
　アスリートの身体は，時に彼らの無意識を表
現する場となり，臨床家たちのたましいの働き
かけが個性化の契機となる。スポーツ心理臨床
のパイオニアたちが，故障やスランプなどとし
てアスリートの身体から発せられた心のメッセ
ージを，いかに聴き，いかに働きかけるか，そ
の治療的過程を集成した，珠玉の実践集。
「推薦の序」より抜粋●　本書の編者・中込四
郎氏から拙文を依頼された。氏はスポーツ心理
学会の重鎮である。ある時から，我々の臨床心
理身体運動学会にも参画して，臨床に関わる者
とも親しく切磋琢磨を繰り返した人で，いわば，
この方面の第 1人者であるので，このことは
とても嬉しい。
　おわりに，で氏が述べているごとく，アスリ
ートのことを，もっぱら，前面に取り上げ，深
く掘り下げた臨床の書は，おそらく本邦では本
書が初めてであろう。氏も述べるように，アス
リートは，一般臨床に比して，確かに，病態レ
ヴェルなどから見れば浅い，つまり，より健康
な面が多いのは確かであるが，一方，成績とい
うか記録というはっきりとした成果で見られる

部分からしたら，ギリギリのところで人間その
ものの限界を超えてゆくか行かないか，そこに
おいて，人間を喪失するぎりぎりのところを持
ちこたえたり，脱落したりを生きている存在そ
のものなのであり，その意味では，人間そのも
のを論ずることのできる格好な対象でもあるの
だ。

（中略）
　本書は，こうした，一方では華麗・豪華な姿
を見せてくれるスポーツにも，その影の側面が
あり，例えば怪我やスランプやバーンアウトな
ど，成功の陰に回る陰翳の部分に苦しむアスリ
ートやコーチやチームに寄り添い，これを克服
し更にもう一歩高みに抜け出して，自己実現を
達成していく迄を，実践的・科学的・臨床的に
追求しようとする真摯な試みの成果として集積
されたものであり，一方，そうした陰でスポー
ツを終えていく人の姿をも射程に置き，ただ成
功するだけがすべてではなく，各々がそれぞれ
の人生の個性化の過程であることをきちんと取
り上げて，とても優れた論考が並んでいる。臨
床スポーツ心理学も，もはや，このレヴェルに
まで達しているのであり，掛け値なしに本書を
一般にもお薦めするゆえんである。
 （山中康裕）

● Summary   &  Synopsis

目次●　はじめに（中込四郎）　第 I部　アスリートの心を診る　第 1章　
アスリートの心理臨床の歩み―1964～ 2020（中込四郎）　第 2章　燃え
尽きるほどに追い込んでしまうアスリート（中込四郎）　コラム①：アス

第 3章　スポーツ傷害を克服したアスリート（鈴木敦）　コラム②：競技
スポーツそしてアスリートの心性（中込四郎）　第 4章　精神科クリニッ
クで出会ったアスリートたち（待鳥浩司）　第 II部　身体の語りを聴く　
第 5 6章　ア

●A5判 286 頁並製　定価 3,850 円（本体 3,500 円＋税）

スポーツパフォーマンス心理臨床学●アスリートの身体から心へ

中込四郎 編著

ISBN 978-4-7533-1178-1
アスリートの身体が発するメッセージを聴く 2021.3



概要●　私たちが目の前の人 =患者を理解し
たと思ったとき，患者についての所見を書くと
き，患者についての評価を述べるとき，患者に
対して自分の理解を伝えるとき，そして，患者
を変えてあげようと思うとき，私たちはその善
意と専門性の背後に，加害性や植民地化への欲
望をかかえていないだろうか。そこに差別や偏
見がないだろうか。正直に述べよう──私自身
はそこから逃れられたことがない。その中で私
たちはどのように臨床実践に向き合い，何を考
えて人と会い，そしてどんなことを考え続ける
必要があるのだろうか。私は，本書がそうした
ことについて，読者とともに考えるための場所
になればと願っている。だから本書は，初心者
向きでもあり，専門家向きでもあり，一般人向
きでもあり，そして熟練者向きでもある。
「はじめに」より抜粋●　特殊な例を除き，専
門的な訓練を経て資格を取り，対人援助に携わ
る者たちの多くは，おそらく，目の前の人のた
めに少しでも役立ちたいと思い，差別や偏見を
持たずその人をその人のまま理解しようと努力
し，その人の生き方や価値観を尊重し，その人
の境遇がいかなるものであったとしても幸せに
なってもらいたいと願い，そしてそうすること
で自分の仕事に意味を感じられることを期待し
ているだろう。目の前の人がどんなに不道徳な
ことをしてきたと語ったとしても，その人の価
値観や生き方がどれだけ現代の一般的な人の行
動様式から逸脱していたとしても，その人が目
の前にいる限り，私たちの多くは自分の価値観

や判断基準でそうしたことの善し悪しを判断す
ることがいかに意味のないことなのかをよく知
っている。それでもなお，そうした人たちと臨
床実践をする中で，私たちの心の中にほんの一
瞬の風が吹くことがある──差別，偏見，排除，
否定，支配への欲望，侮蔑など，である。
　こんなことをわざわざ語ろうとする臨床家は
いないかもしれない。しかし，私たちの心の中
に一瞬の風のように通り過ぎるこうした想いを
否認し，合理化してよいのだろうか。私たちは
そうした想いに，無自覚でいられるだろうか。
その意味では，本書は私の反省と後悔を文字に
したものである。私自身が，日々臨床実践をす
る中で，患者が語ったことを否定したい気持ち
を抱き，彼らの人生の一部を排除するような想
いを持つことをよく知っている──こうして正
直に書くことということは，いかに怖いことだ
ろうか。いつも優しく，穏やかな気持ちで患者
の語りに寄り添い，どんな話であっても偏見な
く彼らとともにいられる──ここに，そう書く
ことができたらどれだけ素晴らしいことだろう
か。しかし，残念ながら，私はいつもそうなわ
けではない。ほんの一瞬，場合によってはほと
んど気がつかないまま，私の中にそうした想い
が駆け抜けることがあることを否定できない。
 （富樫公一）

● Summary   &  Synopsis

目次●　はじめに　序章　対人援助職の「業」と覚悟　第一部　臨床場面
のリスクに向き合う　第一章　臨床家の加害性　第二章　植民地化への欲
望と，植民地化への恐れ──臨床家の脆弱性の問題　第三章　関係精神分
析とフェミニズムの視座　第四章　精神分析世界における排除──フェレ
ンツィの発掘から　第二部　当事者性と間主観性　第五章　臨床場面に浮
かび上がる他人　第六章　臨床場面に浮かびあがる私　第七章　臨床場面
における当事者　第八章　間 - 文化的変容第三部　臨床実践と倫理　第九
章　間主観的な事例の記述　第十章　書くことの問題　第十一章　日本の
精神分析　第十二章　当時者性と自己愛的怒り／他
●A5判 264 頁上製　定価 4,180 円（本体 3,800 円＋税）

富樫公一 著

ISBN 978-4-7533-1179-8
2020 グラディーヴァ賞受賞後第一作 2021.4

当事者としての治療者●差別と支配への恐れと欲望



概要●　子ども虐待防止のために市町村が果た
さなければならない役割は年々大きくなってい
る。にもかかわらず，具体的な施策を取りあぐ
ねている自治体が多い。本書で紹介する子育て
支援プログラムは，「子育ての知恵」を提供し
「仲間づくり」を促して虐待防止につなげるも
ので，親の子育て不安を軽減するというエビデ
ンスもある。プログラムの台本を細かく掲載し
ているため，すぐに実行に移すことができるの
も特長である。本書をもとにプログラムを実践
していただき，虐待予防にお役立ていただきた
い。
「はじめに」より抜粋●　平成 15年の児童福
祉法の改正で子育て支援事業が法定化され，市
町村には保護者が最も適当な子育て支援事業を
利用できるように相談に応じ，助言を行う責務
が課されました。また，平成 16年の児童福祉
法改正で，子ども家庭相談が市町村の業務とな
りました。さらに，平成 27年度には子ども・
子育て支援新制度がスタートして，市町村を中
心とした子育て支援サービスの充実が図られま
した。
　そして，平成 28年の児童福祉法等の改正で
は，子ども家庭相談における市町村，都道府県，
国の役割と責務の明確化が図られ，親や子ども
の身近な場所における支援の担い手である市町
村は，在宅支援や子ども虐待の発生予防を担う
ことが明らかにされました。この法改正により，
市町村には，子育て世代包括支援センターの設
置と子ども家庭総合支援拠点の整備も求められ

ています。
　今や「子育て支援を通じた子ども虐待の発生
予防」に関して，市町村は大きな責務を担って
います。
　同時に，市町村にかかる期待も大きいのです。
市町村の支援が上手く機能すれば，近い将来，
我が子を虐待するかもしれない親と，虐待され
るかもしれない子どもを助けることにつながり
ます。ですから，「子ども虐待の発生予防を意
識した子育て支援」は極めて重要であり，最高
に価値のある取り組みなのです。

　（中略）
　ところが，一部を除けば，乳幼児健診や訪問
事業などで出会った子育てに困難を抱えるお母
さん（お父さん）への具体的な支援ツールを持
たない市町村が多いように思います。
　そこで，この度，私が児相勤務時代に使用し
ていた虐待の発生予防のためのプログラムを，
市町村で母子保健，子育て支援，子ども家庭相
談，虐待予防などの業務に従事する保健師や心
理職，保育士などの専門職の方々が実施できる
ように書き直しました。専門職としての経験を
積み，グループワークのファシリテーターの経
験のある方なら，本書を読んでいただければ，
本プログラムの実践は可能であると考えていま
す。
 （藤原映久）

● Summary   &  Synopsis

目次●　はじめに　第 1章　プログラムの紹介と実施上の注意　1．本プ
ログラムについて　2．プログラムの実施にあたって　第 2章　プログラ
ムセッション実践マニュアル　セッション 1　オリエンテーションと仲間
意識作り　セッション 2　「ガミガミ大爆発理論」とストレス解消法　セ
ッション 3　子どもとのトラブルに発展する／しにくい親の態度　セッシ
ョン 4　ほめ方・教え方　セッション 5　5つのコミュニケーション技術
（1）　セッション 6　5つのコミュニケーション技術（2）　セッション 7　
子どもの困った行動に制限（STOP，NO）をかける　セッション 8　最
終回　セッション 9　スタッフ事後検討会／他
●B5判 160 頁並製　定価 2,970 円（本体 2,700 円＋税）
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虐待予防のための子育て支援プログラム● 市町村等ですぐに実施できる実践マニュアル



概要●　伊藤絵美／丹野義彦日本語版シリーズ
監修〈実践から内省への自己プログラム〉ワー
クブックの第 1弾。
　「『実践から内省への自己プログラム』とは何
でしょうか？　うんと簡潔にまとめると，『そ
のセラピーを実施するセラピスト自身が，その
セラピーを自ら実践し，その体験を通して，自
らのセラピーという仕事や，自らの人生そのも
のへの内省を深めること』ということになりま
しょうか。私自身，スキーマ療法を自ら体験し，
仲間と共に学び，訓練を受け，クライアントに
提供し，スーパーバイズやワークショップを行
い，現在では慢性うつ病に対するスキーマ療法
の効果を検証する臨床研究を行っています。そ
のなかでいつも感じるのは，『スキーマ療法を
自ら体験してよかった』『スキーマ療法によっ
て私自身が助けられた』ということです。そし
てそのことが，私がクライアントに提供するス
キーマ療法の質を支えてくれている，というこ
とです。そういうわけで，読者であるセラピス
ト（などの対人援助職者）の皆様にも，ワーク
ブックを通して，ぜひ自らスキーマ療法に取り
組んでいただき，それを皆さんの人生に，そし
て皆さんが実践するセラピーに活かしていただ
きたいと思います。」（伊藤絵美）
「監訳者あとがき」より抜粋●　私は長らく，
認知行動療法やスキーマ療法を提供するセラピ
ストとして仕事をしております。認知行動療法
もスキーマ療法も究極の目標は「クライアント
自身の健全なセルフヘルプやセルフケアを手助

けすること」です。クライアントにはセラピー
を通じて，自らをこれまでよりもさらに上手に
助けることができるよう，認知行動療法やスキ
ーマ療法の考え方やスキルを習得してもらい，
ご自身で活用できるようになってもらいます。
そして，その大前提としてあるのは，そのよう
なセラピーを提供する側，すなわちセラピスト
自身が，やはり自らのセルフヘルプやセルフケ
アのために，認知行動療法やスキーマ療法の知
識やスキルを使いこなせるようになっておく必
要がある，ということです。
　このような大前提にのっとって，私自身，認
知行動療法もスキーマ療法も自らのために使い
まくっています。そしてその効果を実感してい
ます。さらに自らの体験を，治療的配慮のもと
で，必要に応じて，クライアントにも自己開示
するようにしています。また私はスーパーバイ
ズやワークショップの講師をすることがよくあ
るのですが，その際にも，「クライアントに提
供するのなら，まずご自身で体験してほしい」
と口を酸っぱくしてお伝えしています。
　したがって，セラピスト向けに，この「SP/
SRプログラム」のようなワークブックが出版
されたことを知ったときには，まさに「我が意
を得たり！」という思いでした。セラピストが
自らの提供するセラピーを，単なる「知識」だ
けでなく，自らの心身をしっかりと通した「血
肉」とすることによって得られる効果は計り知
れないからです。
 （伊藤絵美）

● Summary   &  Synopsis

目次●　第 1章　体験的スキーマ療法とは　第 2章　スキーマ療法の概
念モデル　第 3章　参加者のための手引き　第 4章　ファシリテーター
のための手引き　本ワークブックのモジュールについて　パートⅠ　つ
ながりと安全の確保─スキーマ療法の自己実践のために─　モジュール 1　
つながりと安全　モジュール 2　ベースラインを明らかにする　パートⅡ　
同定した問題を理解する―スキーマ療法の概念を用いて―　モジュール 3　
あなたの「早期不適応的スキーマ」の成り立ちを理解する　モジュール 4　 
子ども時代の体験のストーリーとして語ることとアセスメントのためのイ
メージ技法　モジュール 5　スキーマ療法の自己概念化／他
●B5判 296 頁並製　定価 4,400 円（本体 4,000 円＋税）
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概要●　伊藤絵美／丹野義彦日本語版シリーズ
監修〈実践から内省への自己プログラム〉ワー
クブックの第 2弾。
　「この本は数多くの CBTスキルをかなり
巧みに 12のモジュールへと構成してあるの
で，順々に自己実践して体験することができま
す。また，『CBTは知的な理解を促進させるだ
けのアプローチ』と思っておられる方には，頭
と心の水準という話題や，イメージや体の動き
を使うこと，新しいあり方を創造することなど，
CBTの隠された魅力に触れていただける機会
にもなると思います。様々な段階の CBTセラ
ピストに本書は使っていただくことができます
が，別の心理療法のオリエンテーションの方が
CBTを一通り勉強してみるのにも適している
かと思います。また，心理職だけでなく CBT
を必要とする他の対人援助職の方々にも手にと
ってもらえたらと思います。」（佐々木淳）
「監訳者あとがき」より抜粋●　この CBTセ
ラピスト養成プログラムのユニークな点は，ス
キルというよりもよりセラピストという 1人
の人間の自己に焦点を当てていることでしょう。
大学や大学院は職業人へと変化していく課程で
すから，援助スキルを高めることが求められま
す。しかし，援助スキルの中でも特に重要な対
人的スキルは，本やロールプレイよりも，スキ
ルの自己実践と自己内省によって高めることが
できた，と報告する臨床家が多いのです。もち
ろん，良質な研修会やスーパービジョンは必須
ですが，専門職であるとはいえ仕事を離れたと

ころにある自分もやはり同時に存在します。こ
の「個人としての自己」と「専門家としての自
己」の間に「内省の橋」（reflective bridge）を
かけることで，より深く CBTを理解し，柔軟
に CBTを使用できるようになることをこれま
での多くの参加者が語っています。特に心理職
の場合は，公認心理師の時代になった今，「何
ができるのか」，つまり心理職としてのスキル
を社会から問われることが増えていくことでし
ょうが，これは同時に，スキルを下支えするた
めの自己への探求もこれまで以上に重要になる
ものと私は予感しています。

（中略）
　本書に登場する 3名のセラピストのように，
様々な段階の CBTセラピストに本書は使って
いただくことができますが，別の心理療法のオ
リエンテーションの方が CBTを一通り勉強し
てみるのにも適しているかと思います。また，
心理職だけでなく CBTを必要とする他の対人
援助職の方々にも手にとってもらえたらと思い
ます。詳しい解説や技法の基礎となる論文につ
いては，モジュール・ノートに整理してありま
すので，気になった技法についてより深く知っ
てもらうことが出来ます。
 （佐々木淳）

● Summary   &  Synopsis

目次●　第 1章　体験的 CBTとは　第 2章　体験的 CBT：概念的な枠
組み　第 3章　参加者のための手引き　第 4章　ファシリテーターのた
めの手引き　パートⅠ　助けにならない（古い）あり方を同定し，理解す
る　モジュール 1　困難な問題を同定する　モジュール 2　問題を定式化
し，変化の準備をする　モジュール 3　行動のパターンを変えるために行
動活性化を使用する　モジュール 4　助けにならない思考と行動を同定す
る　モジュール 5　助けにならない思考と行動を修正するために認知的技
法を使用する　モジュール 6　進捗を振り返る　パートⅡ　新しいあり方
を創造し，強める／他
●B5判 256 頁並製　定価 4,180 円（本体 3,800 円＋税）
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〈実践から内省への自己プログラム〉ワークブック●体験的CBT



概要●　伊藤絵美／丹野義彦日本語版シリーズ
監修〈実践から内省への自己プログラム〉ワー
クブックの第 3弾。
　コンパッションは，日本語では思いやり，慈
しみ，慈悲などと訳されることが多いが，コン
パッションの持つ優しさや温かさの背景には，
深い悲しみや重々しい嘆き，苦しみがある。治
療者もクライアントも関係なく，私たちは生あ
る限り多くを失い，悲しみを経験する。本書は
治療者が訓練のためにコンパッション・フォー
カスト・セラピー（CFT）を体験できるように
なっているが，CFT を体験するということは，
優しさや温かさだけではなく，恐怖や悲しみも
引き受ける覚悟と勇気を必要とする。読者は本
書を通して，「自分を思いやりましょう」と聞
こえの良い言葉を空疎に並べる治療者ではなく，
自分が今ここで感じている感覚を元にして，確
かな言葉を伝えられる，そんな治療者に近づく
ことができるであろう。
「監訳者あとがき」より抜粋●　コンパッショ
ンは，日本語では思いやり，慈しみ，慈悲など
と訳されることが多いようです。その言葉から
は，優しく，温かく，穏やかでありながら情熱
を感じるような印象を受けます。この本は治療
者の訓練のために，CFT の考え方や技法を治
療者自身が体験してみるというものです。この
本の内容を読み，様々なエクササイズに取り組
んでいただいた皆さんが，優しく，温かく，穏
やかな治療者に近づいたように感じてくださっ
ていることを願うばかりです。

　著者の一人であるクリス・アイロンは私の友
人であり，スーパーバイザーでもあります。数
年に一度，直接会う機会があると，背の高い彼
は優しく，温かく，穏やかに，その大きな腕
で「久しぶりだな」と肩を組んできてくれます。
私にとってコンパッションを持った人間とは，
まさに彼のことを指しているように思います。
　ただ改めてこの本の原稿を読んでいくと，コ
ンパッションの持つ優しさや温かさの背景には，
深い悲しみや重々しい嘆き，苦しみがあること
に気づきます。私たちは治療者もクライアント
も関係なく，たくさんのことを失い，悲しみを
経験します。きっとこの先も，生ある限り，苦
しみや悲しみは続くことでしょう。私もクリス
も，ポールも，この本を手に取ってくださった
皆さんも，そのことから逃れることは出来ませ
ん。それでもどうにか生きてショイ込んで，私
たちの人生は続くのでしょう。
　そんなことを考えてみると，この本で CFT 
を体験するということは，優しさや温かさだけ
ではなく，恐怖や悲しみも引き受ける覚悟と勇
気が必要かもしれません。決して楽な道ばかり
ではなく，風の強い日を選んで走るようなもの
かもしれません。でもそうすることで，「自分
を思いやりましょう」と聞こえの良い言葉を空
疎に並べる治療者ではなく，自分が今ここで感
じている感覚を元にして，確かな言葉を伝えら
れる，そんな治療者に近づけるような気がして
います。
 （浅野憲一）

● Summary   &  Synopsis

目次●　「実践から内省への自己プログラム」の準備を整える　第 1章　
体験的コンパッション・フォーカスト・セラピーとは　第 2章　CFTの
ための簡単なロードマップ　第 3章　なぜ，「実践から内省への自己プロ
グラム」に取り組むのか　第 4章　「実践から内省への自己プログラム」
を最大限に活かす　第 5章　3人の登場人物　パートⅠ　コンパッション
を持った理解を育む　モジュール 1　初期アセスメントと問題の同定　モ
ジュール 2　感情の 3つのシステム　モジュール 3　心地よいリズムの呼
吸　モジュール 4　厄介な脳を理解する　モジュール 5　古い脳と新しい
脳のループを考える　モジュール 6　マインドフルな呼吸／他
●B5判 288 頁並製　定価 4,400 円（本体 4,000 円＋税）
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●体験的コンパッション・フォーカスト・セラピー〈 実践から内省への自己
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